







































分｣の実践こそが, ｢経世済民｣ (世の中を治め,民を救う)という, ｢経済｣
(｢経済学｣)に課せられた目標を実現するのである-,私は,水川教授の研究
をこのように読み取りました｡
本来, ｢企業｣も｢産業｣も,そして｢企業人｣も抽象的な存在ではありえ
ない｡各々が持つその固有名詞に拘りながら社会的責任を果たす,ということ
になるのでしょう｡
本学を退職された後も,ますますご自愛され,硯滴日々に新たならんことを
祈念致します｡ここに, 『専修経済学論集』の-篇を退職記念号に充て,経済
学部同僚一同の心からの謝意を込めて,水川佑教授に呈上致します｡
平成22年3月吉日
専修大学経済学部長　室　井　義　雄
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